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老年医学の展望

老年的超越
The overview of studies of gerotransendence

増井 幸恵
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老年的超越とは

老年的超越（gerotranscendence）とは，高齢期に
高まるとされる，「物質主義的で合理的な世界観から，
宇宙的，超越的，非合理的な世界観への変化」を指す１）２）．
この概念の提唱者であるスウェーデンの社会学者
Tornstam は離脱理論，精神分析理論，禅の知見など
取り入れこの理論を構築した．

①老年的超越の内容

Tornstam は老年的超越の内容について，宇宙的意
識，自己意識，社会との関係という 3 つの領域に分け
て，その下にいくつかの要素をあげている．

宇宙意識の領域では，自己の存在や命が過去から未
来の大きな流れの一部であることを認識し，過去や未
来の世代とのつながりを強く感じるようになる，とし
ている．また，時間や空間に対する合理的な考え方が
変化し，最終的には宇宙（cosmos）という大いなる
存在に繋がっているという認識を持つこと．死と生の
区別をする認識も弱くなり，死の恐怖も消えて行くこ
と，などを指摘している．

自己意識の領域では，西洋的な自我の概念が変化し
ていくことが述べられている．自分の欲求を成し遂げ
て行くという自己中心的傾向が弱まること．それに伴
い，自分へのこだわり，これまで培ってきた自分の人
格や身体的な健康に対するこだわりが低下し，他者を
重んじる利他性が高まる，とされている．

社会との関係の変化では，過去に持っていた社会的
な役割や地位に対するこだわりがなくなること．対人

関係についても広い関係が急激に狭くなっても，その
中で深い関係を結ぶようになること，そして，経済面，
道徳面での社会一般的な価値感を重視しなくなるこ
と，などの特徴があるとされている．

②日本の超高齢者における老年的超越の特徴

都市部の虚弱超高齢者を対象とした研究３）では
Tornstam と同じインタビューガイドを用いインタ
ビューを行い，その発言内容と Tornstam の老年的超
越の内容との一致を検討した．その結果，おおむね
Tornstam の老年的超越の内容は確認できたが，①宇
宙的意識の領域では，時間・空間に関する非合理的な
感覚は直接的には表現されず先祖や未来の子孫とのつ
ながりを強く感じるようになるという形で現れるこ
と，②自己意識の領域では，自己中心性の低下は利他
性の増大のみならず，あるがままを受け入れる，自然
の流れに任せるという特徴が現れること，③社会との
関係の領域では，他者への依存を肯定するという非活
動理論的な志向性が示されること，などの日本の超高
齢者独自の特徴がみられた．

つまり，日本人超高齢者における老年的超越のあり
方は，Tornstam の指摘と概ね同じではあるが，宇宙
的意識については時間・空間の超越という表現型はあ
まり現れないことや，自己意識の領域や他者との関係
の領域に関する内容が多いという特徴を示していた．

③超高齢期の幸福感と老年的超越：エリクソンの第 9
段階との関連

老年的超越の概念が注目されるのは単に後期高齢
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期，超高齢期であっても伸びていく心理特性という面
だけではない．超高齢期に急増する身体機能の低下か
ら生じる精神的健康や心理的 well-being の低下とも
大きく関わっている．

一般に，身体機能の低下は心理的な側面の悪化をも
たらす．前期・後期高齢期では身体機能や高次生活機
能が低下した場合，主観的幸福感などの心理的 well-
being も低下する４）．しかしながら，超高齢者におい
ては前期・後期高齢者と比較して，身体機能の低下が
心理的 well-being の低下に及ぼす影響力は小さい４）．

この超高齢期における機能の低下と心理的 well-
being との関係が若い高齢者と異なることについて，
Erikson らは 8 段階の心理社会的発達段階理論を延長
し，第 9 段階の心理的危機とそれに伴う心理的発達と
も言うべき予測を論じている５）．Erikson は，超高齢
期の身体機能の低下や社会的ネットワークの縮小が大
きな心理的危機をもたらすこと，その危機を乗り越え
て心理的適応に至るためには，新たな心理的発達が必
要と述べている．そして，この第 9 段階の心理的発達
の内容として老年的超越の可能性を指摘しており，超
高齢期の危機を乗り越えるため，もしくは乗り越えた
高齢者の状態像としての老年的超越を位置付けてい
る．

老年的超越の測定

①Tornstam の測定尺度とその翻訳版尺度

Tornstam は 2 つの老年的超越尺度を開発した．こ
の，Gerotranscendence Scale Type1（GST1）６）と Gero-
transcendence Scale Type2（GST2）７）は各国語に翻訳
をして利用されている．GTS1 は各質問文の状態を，
現在の状態と以前（50 歳の時）の状態とを比較して，
回顧的に評定するものであり，宇宙的超越と自我超越
の 2 因子から構成されている．一方，GST2 は現在の
状況について直接評定を求めている．因子分析の結果，
GTS2 は宇宙的（Cosmic）次元，一貫性（Coherence）
次元，孤立（Solitude）次元という 3 因子構想を持つ
ことが示されている．

この GTS1 および GTS2 は，オランダ語，英語，
中国標準語，日本語への翻訳が行われ，各地域の高齢

者への適用可能性が検討されている．GTS1 のオラン
ダでの適用を検討した研究８）ではオリジナル版と同様
の宇宙的超越と自我超越という 2 つの因子を抽出し
た．GTS2 については，Hoshino らは日本の高齢者大
学の受講者を対象として日本語翻訳尺度を検討した９）．
その結果．探索的因子分析により，オリジナル版 GTS2
と同様の 3 因子構造を抽出することができた．

現在のところ，宇宙的次元（宇宙的超越）の因子お
よび尺度が各国での適用可能性が確認されている唯一
のものである．しかしながら日本における質的な研
究３）１０）１１）では，自己中心性の低下や他者との関係性の認
識など自己意識の次元や社会との関係の領域の内容が
豊富に報告されることを報告している．少なくとも日
本人高齢者の老年的超越を検討する際には，Tornstam
の GST 尺度だけでは十分な検討を行うことができな
い可能性がある．

②日本版老年的超越質問紙（Japanese Gerotran-
scendence Scale：JGS）について

そこで，筆者ら３）は日本人高齢者における老年的超
越的な行動や考え方を抽出し，新たな老年的超越尺度
を作成することとした．まず，80 歳以上の超高齢者
対し，Tornstam が用いたものと同じガイドにより老
年的超越に関するインタビューを行い，13 のカテゴ
リーとその内容を含む 41 の予備項目を作成し，65 歳
以上の高齢者 500 名に予備項目を実施した．探索的因
子分析の結果を行い，最終的に 8 因子 29 項目の日本
版老年的超越質問紙（Japanese Gerotranscendence
Scale：JGS）尺度を構成した．

表 1 に抽出された 8 つの因子の内容と Tornstam の
老年的超越の内容との対応を示す．このうち，因子 1

「ありがたさ」・「おかげの認識」から因子 7「利他
性」については，Tornstam のオリジナル要素と類似
した内容が抽出されているが，第 8 因子の「無為自
然」―考えない，無理しない，というあるがままの状
態を受け入れる傾向―については，オリジナルの老年
的超越理論にはない要素であった．

その後，内的一貫性を高めるため項目を修正した改
訂版尺度（Japanese Gerotranscendence Scale-Revised：
JGS-R）を作成した１２）．JGS-R は 8 因子 27 項目から構
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表 1　日本版老年的超越質問紙および改訂版（JGS･JGS-R）の下位因子と Tornstam の老年的超越の内容との対応

因子名 内容 Tornstam（2005）の内容

「ありがたさ」・「おかげ」の認識 他者により支えられていることを認識し，他者への感
謝の念が強まる．

前の世代とのつながりの認識の変化（宇宙）

内向性 ひとりでいることのよい面を認識する．孤独感を感じ
にくい，肯定的態度でいられる．

社会的関係の意味と重要性の変化（社会）

二元論からの脱却　 善悪，生死，現在過去という対立的な概念の境界があ
いまいになる．

経験に基づいた知恵の獲得（社会）

宗教的もしくはスピリチュアル
な態度

神仏の存在や死後の世界など宗教的またはスピリチュ
アルな内容を認識する．

生と死の認識の変化・神秘性に関する感受
性の向上（宇宙）

社会的自己からの脱却 見栄や自己主張，自己のこだわりなど社会に向けての
自己主張が低下する．

社会的役割についての認識の変化・自己中
心性の減少（社会・自己）

基本的で生得的な肯定感 肯定的な自己評価やポジティブな感情を持つ．生得的
な欲求を肯定する．

自我統合の発達（自己）

利他性 自分中心から他者を大切にするようになる． 自己に対するこだわりの低下（自己）
無為自然 「考えない」，「無理しない」といったあるがままの状

態を受け入れるようになる．
本研究でのオリジナルな内容

増井，中川，権藤ら（2013）を改変

成されている．信頼性は各下位因子を構成する項目数
が少ないため再検査法も用いて検討した．1 カ月間隔
で 2 回の調査を行ったところ，各下位因子の再検査信
頼性係数は 0.55 から 0.85 と比較的高いことが示され
た．また，交差妥当性については 70～80 歳前後の地
域高齢者 1,973 名のデータにおいても JGS と同様の 8
因子構造が確認されている．

老年的超越に関する実証的研究

①老年的超越の関連要因の研究

老年的超越を増進させる要因は何か．Tornstam は
第一に老年的超越が「自然な加齢」によって発達する
と理論化しており，高齢期に老年的超越が増進するこ
とを予測している２）．Tornstam は，その他の関連要
因として，人生における危機の経験，疾病の罹患，職
業や収入といった社会的要因，および活動の多さにつ
いても関連することを示している２）．ここでは報告が
比較的多い，年齢と人生における危機についてまとめ
る．
a．年齢

年齢に関しては老年的超越を検討した多くの研究で
検討されているが，その結果は意外にも一貫していな
い．横断研究においては，20 歳代から 85 歳までのス
ウェーデン人を対象とし横断研究２）では，年齢は宇宙

的次元，一貫性次元，孤立次元のいずれも正の相関を
示していた．一方，にオランダの中高年者の横断研究１３）

では，宇宙的次元は性別，教育歴などを統制すると年
齢との正の関連は見られなくなった．日本の高齢者を
対象とした研究３）１２）では JGS および JGS-R を用いてお
り，8 つの下位因子のうち内向性，宗教的・もしくは
スピリチュアルな意識を除く，多くの下位因子と年齢
との間に正の有意な相関もしくは関連が報告されてい
る．

縦断研究においては，Read らはオランダ人中高年
者（平均年齢 70.7 歳）を対象として，宇宙的超越に
関する 2 回のパネル調査（調査間隔 3 年）を実施し
た１４）．その結果，他の要因を調整しても，年齢は初回
調査の宇宙的超越の高さに関連した．しかし，初回調
査と 2 回目調査における宇宙的超越の得点変化には負
の関連を示し，より高齢の群では 1 回目よりも 2 回目
調査の宇宙的超越が低くなることが示された．このこ
とは，これまで示されてきた年齢との正の相関が発達
的な差ではなく，コホート差である可能性を示唆して
いる．ただし，この現象は一種の「平均回帰」の現象
とも考えられる．老年的超越の発達が顕著になる後期
高齢期まで測定回数を重ねて発達的変化を検討する必
要があるだろう．
b．人生の危機の経験

Erikson の心理社会発達理論においては，人生の危
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機の経験がその後の心理的発達を促すとしている．こ
の図式は老年的超越が高まると彼らが指摘した第 9 段
階仮説においても同様である．Tornstam らも人生の
危機が増進させることを論じている．彼らは，自分自
身の病気，身近な他者の病気，死別，離別などの人生
の危機を経験した数が老年的超越の高さとの関連を横
断的に検討した．その結果，年齢を統制しても，宇宙
的超越および孤立の下位尺度の得点は危機を多く経験
している群の方が高いことが示された２）．

先ほどの Read らの研究においても 2 回のパネル調
査の間に経験した，人生の危機と類似のネガティブな
ライフイベント（病気，死別，経済的問題，諍いなど）
が多い群では，宇宙的超越が上昇していることを縦断
的に示している１４）．また，ネガティブライフイベント
を経験していない群では宇宙的超越が低下することを
見出しており，いずれも高齢期に生じる自然な経験が
心理発達と関連すると言う Erikson や Tornstam の仮
説と合致するものとなっている．

②老年的超越の心理的well-being との関連の検討

老年的超越と人生満足感などの心理的 well-being
との関連はいくつかの研究で示されている．Tornstam
は一貫性の次元が現在の人生に対する満足度と関連す
ることを示している２）．また，日本高齢者を対象とし
た研究においても，一貫性次元と人生満足感の間

（r＝.40）９），および宇宙的次元と主観的幸福感との間
（r＝.26）１５）に有意な関連が見られた．老年的超越の一
貫性次元は自分に関する過去の出来事をポジティブに
とらえなおすという自我統合の内容であり，人生満足
感も高いことが考えられた．また，人生の意味（Life
of meaning）の感覚は年齢や性別，身体的問題やソー
シャルサポートについて統制しても，老年的超越の宇
宙的次元と正の関連が示されている１３）．

一方，老年的超越と心理的 well-being の関係は身
体的な問題がある場合により強調されることを示す研
究もある．増井らは，超高齢期の心理的 well-being
の維持における老年的超越の役割を検討するために，
生活機能が低下した超高齢者の心理的 well-being と
老年的超越との関係を検討した３）．85 歳以上の超高齢
者 155 名（平均年齢 88.4 歳）に対して，生活機能お

よび心理的 well-being の 3 つの指標，健康度自己評
価，うつ状態，主観的幸福感を用いて，クラスター分
析により参加者の分類を行った．その結果，3 つのク
ラスターが抽出され，生活機能も心理的 well-being
も高い群（56％），生活機能が低く心理的 well-being
も低い群（低機能低 WB 群：21％），そして，生活機
能が低く心理的 well-being が高い群（低機能高 WB
群：23％）の 3 群に分類されることが分かった．

そこで，低機能低 WB 群と低機能高 WB 群につい
て，両群で有意差があった年齢，同居形態，ADL，
外出頻度を共変量として JGS の下位尺度得点の比較
を行った．その結果，低機能高 WB 群は「内向性」，「社
会的自己からの脱却」，「無為自然」の得点が低機能低
WB 群よりも有意に高いことが示された．これらの結
果は，Erikson らが論じたように，超高齢期の身体機
能の低下の際の心理的 well-being を維持には老年的
超越が高いことが必要であることを示すものであっ
た．

老年的超越理論の応用

近年では，老年的超越理論を応用し，介護職員の教
育や，高齢者への支援活動に取り入れる試みが増えて
きている．老年的超越理論を学ぶことで，一般の介護
職員が持っている活動理論的な理想像から脱却し，自
立度が低下し表面的には活動が減った高齢者に対し
て，ポジティブな視点を持つことができるようになる
とされている．スウェーデンでは老年的超越理論を介
護従事者に教育することにより，要介護状態の超高齢
者への見方，接し方が改善したという報告がある１６）．

同様に，Lin ら（2016）らは，長期介護施設で働く
介護職員に対して，老年的超越理論をベースにした教
育プログラムを施設職員 41 人に対して 2 日間の教育
プログラムを行った．その前後および 3 カ月後に，加
齢による老年的超越的行動に対する認識や，老いに対
する態度，など測定した．その結果，講習直後の参加
者の老年的超越に関する認知および行動の意図は有意
に向上した．しかし 3 カ月後のフォローアップでは初
回時と差はなかった．著者らは，この結果について，
老年的超越に関する教育は継続的に行っていく必要が
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あると論じている１７）．
一方，施設在住の高齢者に対しても，老年的超越理

論をわかりやすく教えたり，老年的超越理論に基づく
うつ気分の解消や人生を肯定的にとらえる方法につい
て，グループセッションを行い，その効果を検証して
いる１８）．週 1 回，60 分間のセッションを，8 週間行っ
たところ，介入群は統制群よりもベースライン時より
も介入後の方が，老年的超越的な見方，うつ気分の低
下，および生活満足度の上昇が有意にみられた．

今後は，このような応用が，日本の介護場面や虚弱
な高齢者においても適用できるかについて検討してい
く必要があるだろう．今後の超高齢化社会にむけ，老
年的超越の視点から，今後の高齢者の心理的発達と精
神的健康の維持に資する取り組みを考えていくことが
重要である．
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